
55,000 千円

千円 53.4 ％

（公財）京都市音楽芸術文化振興財団
平成29年度経営計画

兼　経営努力結果

基本事項

所管局課 文化市民局文化芸術都市推進室文化芸術企画課 本市出えん金

基本財産/資本金 103,000 本市出えん率

「外郭団体のあり方の抜本的な見直し」に係る「今後の方向性」

方向性 存続 目標年度 －

「今後の方向性」に向けた基本的方針　　　　　　　　　　　　　

業務面

　『文化芸術プロフェッショナル集団としての真価』をスローガンとし，以下を
重点方針とする。
 ①　「世界的な文化芸術都市・京都」の音楽芸術・舞台芸術を牽引
 ②　地域の文化力の更なる向上に貢献
 ③　文化芸術ネットワークのハブ機能を発揮して文化芸術活性化インフラを
   形成

財務面

　管理運営施設の経営を総合的かつ安定的に展開し，経営基盤の強化と市場競争
力を発揮するため以下のことに取り組む。
 ①　中期的な収支の見通しに基づく財務戦略の展開
 ②　財務運営の継続的な見直し
 ③　ファンドレイジング（資金調達）の取組促進

組織面

　管理運営施設の経営を総合的かつ安定的に展開し，経営基盤の強化と市場競争
力を発揮するため以下のことに取り組む。
 ①　経営自立化の推進
 ②　組織人員体制の整備
 ③　人事・給与制度の更なる改革
 ④　危機管理体制の再構築

その他 　特になし

当年度の取組目標に対する意見

所管局

　京都コンサートホール，地域文化会館５館については，ホームページ等を活用
した広報活動を強化し，着実な利用率向上に努めていただきたい。
　ロームシアター京都（京都会館）ついては，リニューアルオープン後の運営実
績を踏まえ，中長期的な視点の下，安定的な運営を行うことはもちろんのこと，
「文化の殿堂」の名にふさわしい音楽芸術，舞台芸術の創造に努めていただきた
い。

当年度の取組に対する総括（※）

団体（※）

　京都コンサートホール及び地域文化会館については，ホームページ等を活用し
た広報活動を強化し，特色ある事業の周知に努めることにより，施設利用の促進
を図った。
　ロームシアター京都については，「劇場文化」をつくるというコンセプトのも
とに，１年間にわたるオープニング事業から継承・発展させ，取組を本格化させ
るとともに，適切な施設管理と来館者サービスの維持向上を図り，運営の安定化
を推進した。

所管局（※）

　ロームシアター京都の通常運営期間に順調に移行し，安定的な運営を行えてお
り，京都市の文化施策を担う外郭団体として事業を確実に進めている。
　今後も，中長期的な視点を持ち，徹底的な組織管理，経営基盤の確立に努めて
いただきたい。

外郭団体総合調整会議
（※）

  ロームシアター京都のオープニングイベントの成功等もあり，施設利用料収入
については，計画を大きく上回る実績を確保していることは評価できる。
　今後も魅力的な自主事業を展開することで，施設利用料収入の増加を目指すと
ともに，収入の安定化のためにも，サポーター・パートナーの確保に取り組むこ
とも重要である。また引き続き，本市派遣職員の削減の取り組む必要がある。
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（公財）京都市音楽芸術文化振興財団
平成29年度経営計画

兼　経営努力結果

中期経営計画
における取組

当年度目標

当年度結果
（※）

指標

平成26年度

－

実績 目標 実績 目標 実績（※） 目標 見込 実績（※）

435,324 487,015 483,623 695,900 754,390 743,600 － 765,262

施設利用料金収入 （単位：千円）

中期経営計画

（１）業務に関する取組

目標　「各施設の利用促進」

　「世界的な文化芸術都市・京都」の音楽芸術・舞台芸術を牽引し，ホールの魅力の向上と
地域の文化力の更なる向上に貢献するため，管理運営施設の利用促進を図る。平成28年1月に
はロームシアター京都がオープンすることから，利用料金収入の増加を見込む。

　京都コンサートホール及び地域文化会館（5館）については，引き続き各種助成金制度の広
報・宣伝を強化し，平日利用の促進を図るほか，ホームページを活用して施設の空き情報の
更新頻度を高め，利用率の向上に努める。
　また，ロームシアター京都については，施設の空き状況等を踏まえ，貸館営業にも積極的
に取り組み，利用料金収入の増加を目指す。

　京都コンサートホールについては，目標設定していた利用料金収入額に到達できなかった
が，地域文化会館（5館）については，目標設定していた利用料金収入額を達成することがで
きた。
　ロームシアター京都においては，目標設定していた利用料金収入額を大幅に上回り，財団
全体として，平成29年度の目標値を達成することができた。

実績

平成27年度 平成28年度 平成29年度

487,015 695,815 695,815
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（公財）京都市音楽芸術文化振興財団
平成29年度経営計画

兼　経営努力結果

主要財務数値

予算 実績 予算 実績（※） 予算 実績（※）

経常収益 2,461,614 2,439,101 2,887,696 2,953,381 2,869,132 2,847,919

経常費用 2,623,544 2,552,630 3,066,600 2,960,830 2,900,054 2,805,937

当期経常増減額 △ 161,930 △ 113,528 △ 188,904 △ 7,449 △ 30,922 41,982

当期正味財産増減額 △ 161,930 △ 113,848 △ 188,904 △ 7,769 △ 30,922 41,662

資産合計 － 1,399,454 － 1,451,591 － 1,647,298

負債合計 － 704,330 － 764,237 － 918,282

正味財産 － 695,124 － 687,355 － 729,017

　うち累積損益額 － 592,124 － 584,355 － 626,017

中期経営計画
における取組

当年度目標

当年度結果
（※）

指標

平成26年度

－

実績 目標 実績 目標 実績（※） 目標 見込 実績（※）

5,060 10,000 8,140 5,000 7,120 5,000 － 5,900

（単位：千円）

（２）財務に関する取組

（単位：千円）
平成27年度 平成28年度 平成29年度

備考欄

中期経営計画
平成29年度

10,000 5,000

目標　「サポーター・パートナー制度」

　中期的な収支の見通しに基づき，財務運営の継続的な見直しを行うほか，財団の活動のた
めに必要となる資金の調達を強化するため，新たな会員制度（京都コンサートホール及び
ロームシアター京都のサポーター・パートナー制度）を開始し，ファンドレイジング（資金
調達）の取組を進める。

　前年度に引き続き，制度の趣旨について，多くの市民の皆様，また社会貢献活動に御関心
のある企業の皆様に，御理解・御賛同をいただく。
　会員数についても，現在の会員加入者の皆様に継続していただけるよう，目標設定の5,000
千円を目指す。

　法人：サポーター　　　　　　20口　2,000千円
　〃　：スペシャルサポーター　10口　1,000千円
　個人：パートナー　　　　　　34口　　680千円
　〃　：スペシャルパートナー　66口　1,320千円  計5,000千円

　会員の方への会報の送付，チケットの先行予約のほか，会員向けバックステージツアーや
ゲネプロ公開，事業報告会を開催するなど，会員の方に事業内容を深くご理解いただき継続
して御支援いただけるように努めたことにより，平成29年度の目標としていた収入額5,000千
円を900千円上回ることができた。

  法人：サポーター　　　　　　     29口　2,900千円
　  〃 ：スペシャルサポーター       5口　  500千円
　個人：パートナー　　　　　　     48口　　960千円
　 〃　：スペシャルパートナー      77口　1,540千円    計5,900千円

サポーター・パートナー会員収入（単年度）の目標値

実績

平成27年度 平成28年度

5,000
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（公財）京都市音楽芸術文化振興財団
平成29年度経営計画

兼　経営努力結果

中期経営計画
における取組

当年度目標

当年度結果
（※）

指標

平成26年度

－

実績 目標 実績 目標 実績（※） 目標 見込 実績（※）

168 189 170 187 172 187 － 184

中期経営計画
における取組

当年度目標

当年度結果
（※）

指標

平成26年度

－

実績 目標 実績 目標 実績（※） 目標 見込 実績（※）

96 98 96 94 92 94 － 93

財団職員定数 （単位：人）

中期経営計画

（３）組織に関する取組

目標１　「適正な執行体制の維持」

　経営の自立化を推進するとともに，平成28年1月のロームシアター京都のオープンに向け，
財団全体の職員の定数管理を行う。
　また，平成25年度から導入した人事給与制度の更なる改革に向け取組を進めるほか，災害
等を想定した危機管理体制について再整備を行う。
　「はばたけ未来へ！京プラン」に掲げられている，常勤役員への就任については，平成26
年度に見直しを実施した。

　ロームシアター京都リニュアールオープン後の第１期指定管理期間における運営実績を踏
まえ，さらに効果的・効率的・安定的な事業執行を実現する体制を確立する。
また，平成28年度から運用を開始した，嘱託職員をプロパー職員に登用する制度を活用し，
的確な人員配置をするとともに定数管理を行う。

189

中期経営計画
平成27年度

実績

目標２　「京都市からの派遣職員の削減の検討」

　京都市からの派遣職員については，財団と市が事業等で密接に関連しており，一定の公共
性を確保したうえで，円滑に施策を推進するために必要最低限の人員の派遣を受けていると
ころである。
　現在，ロームシアター京都（京都会館）に関する事業等により，当面の人員削減は困難だ
が中期経営計画を推進する中で，より自立的な経営体制の構築に向け，財団の運営状況や事
業の進捗を見極めながら，将来的な組織の在り方や人員体制，人材育成等について検討す
る。

　ロームシアター京都の安定的な運営，財団全体の中長期的な運営を見据えながら，より効
率的な組織の在り方や必要な人員体制，財団独自の人材育成について更なる検証を進める。

  中長期的な財団運営を見据え，中核職員研修，嘱託職員の一般職員への登用を実施するな
ど財団職員の人材育成に努めた。

平成29年度

98 98

実績

平成28年度

98

平成27年度 平成28年度 平成29年度

189 189

本市派遣職員数 （単位：人）

　財団の経営を安定的に行うため，適正な執行体制を維持し，財団全体の職員の定数管理を
行った。
　また，施設の管理運営ノウハウを伝承していけるように平成29年度についても，嘱託職員
の一般職員への登用を実施した。
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